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平成 30年度 第 13回公立大学法人公立小松大学教育研究審議会 議事概要 

 

 

日時 平成 31年 2月 13日（水）13時 00分～14時 00 分 

場所 中央キャンパス 2階会議室 

出席者 山本委員（議長）、横川委員、木村繁委員、北岡委員、真田委員、岩田委員、 

木村春委員、酒井委員、德田委員、盛田委員 

（オブザーバー参加：石田理事長） 

陪席者 事務局長、総務課長、学生課長、総務課員 

 

１ 議事 

 (1) 議事概要の確認 

議長より、資料 1に基づき、平成 30年度第 11回（1月 16日開催）及び第 12回

（2 月 8 日開催）の教育研究審議会議事概要の確認があり、意見等なく承認され

た。 

 

 (2) 審議事項 

① 2019年度学年暦について 

横川委員（教育企画委員長）より、資料 2に基づき、2019年度学年暦について

説明があった。検討事項となっていた 2年生の健康診断日、オープンキャンパス、

大学祭について、審議の結果、原案どおり承認された。 

なお議長より、大学祭の開催にあたり、周辺の公共施設等をできるだけ早く確

保しておくよう要請があった。 

 

② 公立小松大学における客員教授及び客員准教授の称号付与に関する規則につ

いて 

千葉事務局長より、資料 3に基づき、客員教授の称号の付与に関する規則案に

ついて説明があり、審議の結果原案どおり承認された。 

議長より、規則案は次回の理事会で正式決定されること、客員教授の選考は学

長が行うが、任命権者は理事長となることが補足説明としてなされた。 

 

(3) 報告事項 

① 一般入試（前期日程・中期日程）の出願結果について 

議長より、資料 4 に基づき、一般入試の出願結果が報告された。また、事務局

長より、近隣大学及び学部構成が類似している大学の受験率、入学率などが参考

として提示され、各学部学科の合否判定はそれらの状況も考慮した上で行うこと
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が確認された。 

 

② 学生の退学について 

横川委員及び岩田委員より、資料 5 に基づき、学生の退学について報告があっ

た。 ※資料 5は、会議後に回収 

 

③ 公立大学学長会議報告 

議長より、資料 6 に基づき、1 月 24 日に開催された「平成 30 年度第 2 回公立

大学学長会議」の内容について報告があり、特に、高等教育無償化の機関要件ク

リアに向けた協力要請がなされた。  

 

 

    次回開催予定 

第 14回教育研究審議会（臨時） 日時：3月 1日（金）10時から 

第 15回教育研究審議会 日時：3月 13日（水）13時 30分から 


